
Katsuura
かつうらかつうらかつうら
広 報

第461号

1111
平成20年11月1日発行

2008

行政改革の進捗状況 P.４…………………………

健康・福祉まつり 盛大に開催される！ P.８……
平成19年度勝浦町普通会計

決 算 概 要
P.２・３………………………

勝浦町提案公募型補助事業が採択決定 P. 10……

インフルエンザから身を守りましょう P. 21……

今月の主な内容

地域ICT未来フェスタ2008inとくしま P.５……

生比奈保育所運動会（10月18日 生比奈小学校グラウンド）



歳入

32億9,787万9千円

歳出

28億5,918万1千円

※一人当たりは平成20年３月31日現在の人ロ (6,229人)

町民一人当たりに
使われたお金

町民一人当たりに
入ってきたお金
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自主財源 10億4,392万2千円 31.7％

依存財源 22億5,395万7千円 68.3％
歳 入

平成19年度の歳入総額は前年度より1,692万９千円増加

(前年度対比0.5%の増)し32億9,787万９千円となりました。

歳入で最も大きな割合を占めているのは、税収などが少な

い自治体に国から交付される地方交付税で、16億2,733万

４千円(歳入全体の49.3%)となっています。

前年度と比較して歳入全体の増減は少なくなっています。

個別項目での大きな増減としては、税制改正に伴う住民税

率の変更により町税が約5,600万円増加した反面、所得譲

与税の廃止により地方譲与税※３が約4,600万円、減税補て

ん特例交付金の廃止に伴い地方特例交付金※４等が約600万

円それぞれ減少しています。

また、平成17年度は基金から１億9,500万円の繰入を行

いましたが、平成19年度は平成18年度に引き続き繰入は行

わないですむことになりました。

歳入に占める「自主財源※５」は10億4,392万２千円(31.7%)

で、残りの22億5,395万７千円は、国や県から入るお金や

借金に依存する「依存財源※６」となっており、平成19年度

では税源移譲等により自主財源が大きく増加しています。

区 分
平成19年度
決算額（千円）

平成1 8年度
決算額（千円）

前 年 度
対比 ％

町 税 507,405 451,284 12.4

地 方 譲 与 税 57,756 103,999 -44.5

利 子 割 交 付 金 3,417 2,525 35.3

配 当 割 交 付 金 2,757 2,043 34.9

株式等譲渡所得割交付金 1,662 2,097 -20.7

地方消費税交付金 51,404 53,411 -3.8

自動車取得税交付金 19,438 22,230 -12.6

地方特例交付金等 2,404 8,892 -73.0

地 方 交 付 税 1,627,334 1,671,228 -2.6

交通安全対策特別交付金 1,195 1,159 3.1

分担金及び負担金 12,090 11,993 0.8

使用料及び手数料 74,447 73,616 1.1

国 庫 支 出 金 104,042 110,083 -5.5

県 支 出 金 195,998 207,277 -5.4

財 産 収 入 16,339 12,308 32.8

寄 附 金 60 105 -42.9

繰 入 金 0 0 0.0

繰 越 金 370,562 237,494 56.0

諸 収 入 63,019 53,546 17.7

町 債 186,550 255,660 -27.0

合 計 3,297,879 3,280,950 0.5

平成19年度 歳入決算額

２２

平成19年度勝浦町普通会計

決算概要
平成19年度の決算では、町に入ってきたお金(歳入)から様々な事

業等に使ったお金(歳出)を差し引くと４億3,869万８千円の黒字決

算となり、実質単年度収支 でも４年ぶりの黒字（6,781万３千

円）となりました。このように財政改善のきざしは見えるものの、

実質公債費比率では20.9％と県内市町村ワースト３であり、将来

負担比率についても45.2％と、近隣町村と比較すると高い状況と

なるなど、依然として厳しい決算状況となっています。

＊２

＊１

歳 入
32億9，787万9千円

分担金及び負担金
1，209万円 0.4％

諸収入
6，301万9千円 1.9％

使用料及び手数料
7，444万7千円 2.3％

国庫支出金
1億404万2千円 3.2％

財産収入
1，633万9千円 0.5％

地方特例交付金
240万4千円 0.1％

自動車取得税交付金
1，943万8千円 0.6％

地方交付税
16億2，733万4千円

49.3％

町 税
5億740万5千円

15.4％

利子割交付金
341万7千円 0.1％

配当割交付金
275万7千円 0.1％

株式等譲渡所得割交付金
166万2千円 0.1％

地方譲与税
5,775万6千円 1.8％

県支出金
1億9，599万8千円 5.9％

地方消費税交付金
5，140万4千円 1.6％

繰入金 0円 0.0％

寄附金 6万円 0.0％

交通安全対策特別交付金
119万5千円 ０％

町 債
1億8，655万円 5.7％

繰越金
3億7，056万2千円

11.2％



用語解説

＊1 普通会計……財政比較や統一的な掌握のため、地方財政統計上統一
的に用いられる会計区分。本町の場合は一般会計と住

宅新築資金貸付特別会計を合わせたもの。

＊2 ……歳入、歳出に含まれている実質的な黒字要素(積立金・

繰上償還金)および赤字要素(基金取崩し額)が、歳入歳
出面に措置されなかったとした場合、単年度収支が実
質的にどのようになるかを表す。

＊3 地方譲与税……地方の財源を一端国税として徴収し、国が地方自治体
に譲与する税のこと。

＊4 ……定率減税などに伴う地方税の減収分の一部を補てんす
るための交付金。

＊5 自主財源……自前で収入できるお金。町税、分担金負担金、使用料
手数料、財産収入、寄附金など。

＊6 依存財源……国や県からの交付金や借り入れたお金。地方交付税、
国庫・県支出金、町債など。

実質単年
度収支

地方特例
交付金

区 分
平成19年度
決算額（千円）

平成18年度
決算額（千円）

前 年 度
対比 ％

人 件 費 597,683 621,815 -3.9

物 件 費 419,120 402,228 4.2

維持補修費 26,798 28,007 -4.3

扶 助 費 149,698 143,373 4.4

補 助 費 等 194,357 208,108 -6.6

普通建設事業費 296,762 352,546 -15.8

災害復旧事業費 38,592 59,406 -35.0

公 債 費 668,709 749,255 -10.8

積 立 金 1,958 481 307.1

投資及び出資金 206，880 80,157 158.1

貸 付 金 5,200 7,570 -31.3

繰 出 金 253,424 257,442 -1.6

合 計 2,859,181 2,910,388 -1.8

平成19年度 性質別歳出決算額

区 分
平成19年度
決算額（千円）

平成1 8年度
決算額（千円）

前 年 度
対比 ％

議 会 費 54，654 61,922 -11.7

総 務 費 374,064 331,271 12.9

民 生 費 574,869 567,248 1.3

衛 生 費 465,578 358,127 30.0

労 働 費 4,000 0 ―

農林水産業費 202,577 290,277 -30.2

商 工 費 14,179 20,868 -32.1

土 木 費 135,880 171,965 -21.0

消 防 費 50,970 50,298 1.3

教 育 費 275,109 249,751 10.2

災害復旧費 38,592 59,406 -35.0

公 債 費 668,709 749,255 -10.8

合 計 2,859,181 2,910,388 -1.8

平成19年度 目的別歳出決算額

歳 出

歳出総額は前年度より5,120万７千円減少

(前年度対比1.8%の減)し28億5,918万１千円

となりました。歳出内訳は、どういう目的で

使われたか(目的別歳出)と、どのような性質

に使われたか(性質別歳出)の２種類の分別方

法により掲載しています。

目的別歳出の状況では、林道開設事業等の

減少により農林水産業費が前年度対比30.2％

減の２億257万７千円と大幅に減少していま

す。また、町債に対する償還金である公債費

は前年度対比で10.8％減少し６億6,870万９

千円となりました。

性質別歳出の状況では、繰越事業などの減

少に伴い普通建設事業や災害復旧事業などで

大幅な減少となっているのをはじめ、人件費・

維持補修費・補助費・公債費・貸付金・繰出

金なども減少となっています。また、病院会

計での地方債の繰上償還財源等を繰り出した

ため出資金は増加しています。
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３

目的別

歳 出
28億5，918万1千円

民生費
5億7，486万9千円

20.1％

公債費
6億6，870万9千円

23.4％

総務費
3億7，406万4千円

13.1％

土木費
1億3，588万円 4.8％

商工費
1，417万9千円 0.5％

災害復旧費
3，859万2千円 1.3％

議会費
5，465万4千円 1.9％

消防費
5，097万円

1.8％

教育費
2億7，510万9千円

9.6％

衛生費
4億6，557万8千円

16.3％

農林水産業費
2億257万7千円 7.1％

労働費
400万円 0.1％

※各グラフの比率は四捨五入のため合計が

100％にならない場合があります。

性質別

歳 出
28億5，918万1千円

人件費
5億9，768万3千円

20.9％

物件費
4億1，912万円

14.7％

公債費
6億6，870万9千円

23.4％

普通建設事業費
2億9，676万2千円
10.4％

扶助費
1億4，969万8千円 5.2％

補助費等
1億9，435万7千円 6.8％

繰出金
2億5，342万 4千円 8.9％

貸付金
520万円 0.2％

維持補修費
2，679万8千円 0.9％

災害復旧事業費
3，859万2千円
1.3％

投資及び出資金
2億688万円 7.2％

積立金
195万8千円

0.1％
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２４

現
在
、
本
町
で
は
厳
し
い
地
方
公
共
団
体
の
行
財
政
運
営
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
着
実
に
行
政

改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
行
政
改
革
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

市
町
村
合
併
の
推
進

徳
島
県
で
は
、
平
成
十
九
年
七
月
に

徳
島
県
市
町
村
合
併
推
進
審
議
会
か
ら

答
申
を
受
け
、
同
年
十
月
に
徳
島
県
に

お
け
る
「
自
主
的
な
市
町
村
の
合
併
に

関
す
る
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
、
県
内
で
は
具
体
的

な
市
町
村
合
併
へ
の
動
き
は
現
れ
て
い

ま
せ
ん
。

勝
浦
町
の
取
組
み
は
、
徳
島
市
を
中

心
と
し
た
徳
島
東
部
地
域
市
町
村
長
懇

話
会
に
参
加
し
、
周
辺
市
町
村
と
共
通

の
行
政
課
題
の
研
究
を
始
め
て
い
ま
す
。

人
件
費
の
削
減

人
件
費
の
削
減
は
、
主
に
報
酬
お
よ

び
給
与
の
減
額
と
人
員
減
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
以
降
、
特
別
職
、
議

員
及
び
職
員
の
報
酬
、
給
料
削
減
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
町
長

等
特
別
職
の
報
酬
を
削
減
し
、
職
員
に

つ
い
て
は
一
部
手
当
の
削
減
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

人
員
削
減
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六

年
度
か
ら
十
五
％
と
い
う
大
幅
な
職
員

数
の
削
減
を
進
め
、
財
政
負
担
の
軽
減

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

①
特
別
職
報
酬
の
削
減

特
別
職
報
酬
の
削
減
は
、
町
長
報
酬

を
引
き
続
き
二
十
％
、
平
成
二
十
年
度

か
ら
副
町
長
報
酬
を
十
％
（
十
九
年
度

二
十
％
）
教
育
長
報
酬
を
十
％
（
十
九

年
度
十
五
％
）
削
減
し
て
い
ま
す
。

②
議
員
報
酬
の
削
減

町
議
会
で
も
行
政
改
革
の
趣
旨
に
賛

同
さ
れ
、
平
成
十
九
年
度
ま
で
議
長
・

副
議
長
報
酬
の
十
％
、
議
員
報
酬
の
五

％
削
減
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

前
回
の
町
議
会
議
員
選
挙
か
ら
議
員

定
数
十
二
人
を
、
十
人
と
し
二
人
削
減

し
て
い
ま
す
。

③
一
般
職
員
給
料
・
手
当
の
削
減

職
員
給
料
は
、
十
六
・
十
七
年
度
に

五
％
の
給
料
削
減
を
実
施
し
、
以
後
、

管
理
職
手
当
お
よ
び
宿
日
直
手
当
の
削

減
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

④
職
員
数
の
削
減

人
員
削
減
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六

年
度
か
ら
十
五
％
減
を
目
標
に
取
り
組

み
、
普
通
会
計
町
職
員
は
十
六
年
四
月

の
九
十
一
人
か
ら
十
八
年
四
月
に
は
七

十
七
人
に
削
減
し
、
既
に
目
標
を
達
成

し
て
い
ま
す
。

以
後
も
退
職
す
る
職
員
が
続
い
た
た

め
、
現
在
で
は
七
十
一
人
と
欠
員
も
生

じ
て
い
ま
す
。

協
働
型
社
会
へ
の
移
行

住
民
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
協
働
し
行

政
改
革
を
進
め
る
こ
と
で
、
よ
り
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
が
得
ら
れ
る
こ
と
か

ら
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
と
公
共
施

設
の
使
用
料
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

①
公
共
施
設
指
定
管
理
者
制
度
導
入

平
成
二
十
年
四
月
現
在
、
町
有
公
共

施
設
六
個
所
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
制

度
を
適
用
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託
し

て
い
ま
す
。

②
受
益
者
負
担
の
再
検
討

平
成
十
九
年
度
か
ら
各
公
共
施
設
の

使
用
に
係
る
必
要
経
費
に
応
じ
た
使
用

料
に
改
正
し
、
新
た
な
料
金
体
系
で
の

ご
負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

町
行
政
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築

職
員
数
の
減
や
効
率
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
図
る
た
め
、
機
構
改
革
に
よ
る

職
の
廃
止
や
課
の
統
合
、
事
業
の
民
営

化
や
一
部
事
務
委
託
を
実
施
し
ま
し
た
。

県
内
旅
費
や
前
納
報
奨
金
の
廃
止
な

ど
財
政
シ
ス
テ
ム
を
改
正
し
、
経
費
節

減
に
努
め
て
い
ま
す
。

①
保
育
所
民
営
化
の
検
討

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
の
保
育
所
民

営
化
が
円
滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
に
、

現
在
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

②
ご
み
処
理
業
務
の
事
務
委
託
と
民
営
化

老
朽
化
し
経
費
が
多
額
に
な
っ
た
ご

み
焼
却
施
設
の
業
務
を
中
止
し
、
小
松

島
市
と
民
間
に
業
務
を
委
託
し
ま
し
た
。

③
情
報
公
開
の
拡
大

光
フ
ァ
イ
バ
網
等
の
情
報
施
設
等
を

活
用
し
、
新
し
い
行
政
情
報
を
よ
り
速

く
提
供
で
き
る
よ
う
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

十
一
月
七
日
か
ら
三
日
間
、
県
内
各

地
で
「
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二

〇
〇
八
in
と
く
し
ま
」
が
開
催
さ
れ
、

勝
浦
町
で
も
七
日
と
八
日
の
二
日
間
開

催
し
、
情
報
施
策
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

以
上
、
勝
浦
町
が
取
り
組
ん
で
い
る

行
政
改
革
の
平
成
十
九
年
度
ま
で
の
実

績
と
現
在
の
取
組
状
況
の
概
要
に
つ
い

て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
行
政
改
革
を
着
実
に
推
進

す
る
た
め
に
、
町
議
会
や
町
民
の
皆
さ

ん
の
深
い
ご
理
解
を
賜
り
な
が
ら
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
行
政
改
革
に
よ
る
効
果
額
の
概
算
に

つ
い
て
、
別
表
に
て
報
告
し
ま
す
。）

行
政
改
革
の
進
捗
状
況

～
地
方
分
権
時
代
の
行
政
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
て
～

行
政
改
革
実
施
主
要
事
項
と

そ
の
効
果

項目別

年度別

人件費の削減 町行財システムの再構築 協働社会

特別職報
酬の削減

議員報酬
の削減

議員定数
の削減

職員給料
の削減

職員の
人員削減

管理職手
当の削減

宿日直手
当の削減

収入役職
の廃止

前納報奨金
の上限設定

職員の
昇給停止

県内旅費の
日当廃止

公共施設
の使用料

16年度実績額 4,858 1,778 23,132 91 9,580 243 402

17年度実績額 4,690 1,778 22,028 83 48,317 11,506 377 794

18年度実績額 4,690 1,778 77 98,226 1,622 725 11,506 400 317

19年度実績額 4,168 1,603 3,510 72 123,785 1,195 869 1,261 310 981

20年度見込額 3,132 4,680 71 123,516 1,200 876 1,261 300 1,000

〈別表〉 行政改革効果額の実績および見込 （単位:千円）
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Ｃ
Ｔ
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催
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５

徳島県立中央病院 事務局（徳島市蔵本町１丁目10－３）
088（631）7151（内線421，341） FAX 088（631）8354

勝浦町役場総務税務課内 地域ICT未来フェスタかつうら実行委員会事務局
（42）2511 ＩＰ 050（3438）7148

お問い合わせ

イベント名 徳島県立中央病院 県民公開講座

日 時 平成20年11月８日 午前11時から午後５時まで

（人形文化交流館においての放映は午前11時～午後１時まで）

場 所 徳島県郷土文化会館 １階大ホール 徳島市藍場町２丁目14番地

参 加 料 無 料

内 容 第１部 「糖尿病と未来」
◆講 演

①「糖尿病とうまくつきあうには」………………………… 午前11時～11時30分

白 神 敦 久 氏（徳島県立中央病院 内科医長）

②「糖尿病は心臓病と関わっている」……………………… 午前11時30分～午後12時

藤 永 裕 之 氏（徳島県立中央病院 循環器内科部長）

③「少しの努力・元気な一生 ～生涯健康で過ごすには～」

森 裕 子 氏（徳島県立中央病院 理学療法士）………… 午後12時～12時30分

※講演終了後、質疑応答の時間を設ける予定ですが、場合によりできない事もありますので、

ご了承ください。

下記のイベントは、人形文化交流館で受信、放映はしませんが、徳島県郷土文化会館 １階

大ホールで行われていますので、ご紹介をさせていただきます。

◆医療相談・各種測定 …………… (休憩時間中）…………… 午後12時30分～１時30分

医療相談（医師相談・栄養相談・運動相談・お薬相談）

各種測定（身長・体重・理想体重・血圧・腹囲・体脂肪）

◆糖尿病クイズ大会 …………………………………………… 午後１時30分～２時30分

第２部「がん患者さんへ最良の医療を－放射線科医の取り組み－」

「がん患者さんへ最良の医療を－放射線科医の取り組み－」…午後３時～３時15分

西 谷 弘 氏（徳島大学大学院教授）

①「がん診療におけるＣＴ検査の役割」…………………… 午後３時15分～３時40分

吉 田 秀 策 氏（徳島県立三好病院 放射線科部長）

②「ＩＶＲ－切らずに治す新しい治療法－」……………… 午後３時40分～４時５分

向 所 敏 文 氏（徳島県立中央病院 放射線科部長）

③「ＰＥＴ（ペット）でがんを診る」………………………… 午後４時５分～４時30分

大 塚 秀 樹 氏 (徳島大学大学院准教授）

④「機能の残る放射線治療」………………………………… 午後４時30分～４時55分

高 麗 文 晶 氏（徳島県立中央病院 臨床腫瘍センター長）

※徳島県郷土文化会館１階大ホールで行われる上記の模様を人形文化交流館において受信、放映します。

広報９月号、10月号等においてもご案内させていただきましたが、11月７日 から９日 にかけ
まして徳島市のアスティとくしまをメイン会場に本町ほか５つのサテライト会場（阿南市、三好市、
上勝町、神山町、那賀町）にて、地域ＩＣＴ未来フェスタ2008inとくしまが開催されます。
本町は、11月７日 と８日 の２日間、生名の人形文化交流館において開催されます。詳細につ

きましては、折り込みのチラシをご覧ください。
なお、11月８日 午前11時から午後１時まで人形文化交流館において放映予定の県民公開講座

の詳細は次のとおりです。

��������������



平
成
二
十
年
十
一
月

徳
島
県
で
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
in
と
く
し
ま
開
催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

６

平
成
二
十
年
七
月
十
八
日
に
お

亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
元
町
議

会
副
議
長
の
原
田
昭
三
氏
に
対
し
、

旭
日
単
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

故
原
田
昭
三
氏
は
、
勝
浦
町
議

会
議
員
と
し
て
二
十
年
間
在
職
さ

れ
ま
し
た
。
在
職
期
間
中
は
、
社

会
福
祉
や
教
育
施
策
の
充
実
、
農
業
振
興
等
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

大
き
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。
ま
た
、
勝
浦
町
議
会
副
議
長
を
歴
任

す
る
な
ど
、
議
会
運
営
に
お
い
て
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
他
、

勝
浦
町
農
業
委
員
会
委
員
、
勝
浦
土
地
改
良
区
理
事
等
多
く
の
役
職

を
歴
任
し
、
様
々
な
面
か
ら
、
地

方
自
治
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。今

回
の
授
与
は
、
こ
う
し
た
故

人
の
多
大
な
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
そ
の
偉
業
遺
徳
は
、

広
く
町
民
の
胸
中
に
刻
ま
れ
、
郷

土
発
展
の
光
と
し
て
輝
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

故
原
田
昭
三
氏
の
町
に
対
す
る

こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
回
の

受
章
に
敬
意
を
表
し
、
謹
ん
で
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

勝
浦
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の
方
々
を
対
象
に

雇
用
・
就
労
機
会
の
確
保
の
た
め
、
技
能
習

得
を
図
る
講
習
会
を
実
施
し
て
お
り
、
九
月

十
六
日
か
ら
八
日
間
「
イ
ン
テ
リ
ア
講
習
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
実
習
の
一
環
と
し
て
、
サ
ル
ビ
ア
作

業
所
玄
関
の
壁
紙
が
新
し
く
張
り
替
え
ら
れ

ま
し
た
。

サ
ル
ビ
ア
作
業
所
の
方
は
、
「
壁
紙
が
新
し

く
な
り
、
作
業
所
内
の
雰
囲
気
が
明
る
く
な
っ

た
。」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

サ
ル
ビ
ア
作
業
所
か
ら
の
お
願
い

サ
ル
ビ
ア
作
業
所
で
は
、
障
害
者
の
方
々

と
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
協
力
し
、

造
花
の
組
み
立
て
、
手
芸
品
作
り
、
蒸
し
パ

ン
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
作
り
な
ど
の
作
業
の
ほ

か
に
、
社
会
見
学
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。

「
友
達
や
話
し
相
手
が
欲
し
い
」
「
外
出
し
た

い
が
行
く
所
が
な
い
」
「
働
き
た
い
が
自
信
が

な
い
」
な
ど
、
お
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
、

お
気
軽
に
作
業
所
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
一
緒
に
作
業
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
ご
協
力
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

サ
ル
ビ
ア
作
業
所

（
４
２
）２
１
５
２

勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
４
２
）４
６
５
２

☆
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の

お
問
い
合
わ
せ
は

（
４
２
）２
３
０
４

サルビア作業所の壁紙が新しくなりました！

まちかど

散歩みち

故

原
田
昭
三
氏
に

旭
日
単
光
章

授
与



日

時

平
成
二
十
年
十
一
月
一
日

～
七
日

場

所

徳
島
市
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

入
選
者

【
町
長
賞
】

・
風
り
ん
の

き
れ
い
な
音
色

風
の
歌

横
小
五
年

美

馬

佳

苗
さ
ん

【
教
育
長
賞
】

・
ぼ
く
の
部
屋

と
ん
ぼ
が
ゆ
ら
ゆ
ら

迷
子
か
な

生
小
五
年

原

田

聖

也
く
ん

【
入
選
】

・
星
空
を

な
が
め
て
み
る
と

大
三
角

生
小
五
年

森

脇

直

輝
く
ん

・
赤
と
ん
ぼ

夕
焼
け
向
か
い

飛
ん
で
い
る

生
小
五
年

新

田

彩

乃
さ
ん

・
夏
の
空

に
ゅ
う
ど
う
雲
が

も
く
も
く
も
く

生
小
五
年

大
久
保
慶
子
さ
ん

・
お
じ
い
ち
ゃ
ん

麦
わ
ら
ぼ
う
し
が

似
合
う
ん
だ

生
小
六
年

福

井

志

帆
さ
ん

・
な
つ
や
す
み

せ
な
か
に
の
こ
る

み
ず
ぎ
あ
と

横
小
五
年

山

平

理

恵
さ
ん

・
ス
イ
ス
イ
と

プ
ー
ル
で
泳
い
で

鮎
気
分

横
小
五
年

信

政

郁

弥
く
ん

・
ま
っ
黒
に

日
焼
け
し
た
ぼ
く

夏
ま
ん
き
つ

横
小
五
年

藤

本

悠

真
く
ん

・
あ
さ
が
お
に

い
つ
も
負
け
て
る

早
起
き
が

横
小
六
年

堺

亜
里
紗
さ
ん

「
東
と
く
し
ま
俳
句
展
」
が
十
一
月
一
日

か
ら
徳
島

市
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
俳
句
展

は
徳
島
東
部
十
二
市
町
村
の
小
学
生
（
高
学
年
）
か
ら
作
品

を
募
集
し
、
優
秀
作
品
の
表
彰
と
展
示
を
行
う
も
の
で
す
。

勝
浦
町
か
ら
も
十
句
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

東とくしま
俳句展の
開催と入選者

平
成
二
十
年
十
一
月

徳
島
県
で
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
in
と
く
し
ま
開
催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

７

本
町
に
は
、
四
国
八
十
八
ケ
所
遍
路
道
と
い
う
永

遠
の
宝
物
に
恵
ま
れ
て
、
現
在
ま
で
大
切
に
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

十
月
十
一
日
に
鶴
林
寺
四
国
の
み
ち
を
生
名
遍
路

道
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
が
除
草
作
業

を
し
、
十
二
日
に
も
生
名
区
民
四
十
人
の
皆
さ
ん
が

車
道
周
辺
の
ご
み
拾
い
を
し
ま
し
た
。

「
来
年
も
し
よ
う
ネ
、
い
い
体
験
を
あ
り
が
と
う
。」

の
声
を
背
に
、
未
来
に
チ
ャ
ン
ス
と
希
望
の
光
が
さ

す
勝
浦
町
に
、
四
国
八
十
八
ケ
所
遍
路
道
の
世
界
遺

産
登
録
も
近
づ
い
て
来
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
の
ご
み
拾
い
で
は
、
約
二
時
間
ほ
ど
で
軽
ト
ラ
ッ

ク
五
台
分
の
ご
み
を
拾
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
道
路
か
ら
離
れ
た
周
辺
に
は
拾
い
き
れ
な
い

ほ
ど
の
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
注
意
し
よ
う
。

生
名
区
長

戸

川

幹

雄

溝田絹子氏（勝浦町在住）、関東阿波勝浦会会員で東京都在住の溝内義章氏と吉野隆宣氏、近畿

かつうらふるさと会会員の匿名希望の方（大阪府在住）の４人からご寄附をいただきました。謹ん

でお礼を申し上げます。皆様のご厚意に感謝し、すばらしいふるさと勝浦づくりを目指します。

また、アンケートの中で次のようなお便りをいただきましたのでご紹介します。

「もっとふるさと納税を宣伝して、たくさん寄附が集まることを祈ります。少額ではありますが

有効に使っていただければ幸いです。」

広報かつうら10月号に掲載後のふるさと
のためにご寄附してくださった方につい
てご報告します。

ふるさとへの寄附金



表
彰
状
並
び
に
感
謝
状
を

受
け
ら
れ
た
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

十
月
十
八
日
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
十
八
回
目
と
な
る

健
康
・
福
祉
ま
つ
り
が
町
民
約
四
百

人
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
と
社
会
福
祉
協
議
会

が
関
係
団
体
と
連
携
の
も
と
、
健
康

や
福
祉
の
充
実
を
願
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
と
も
に
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
今
回
は

教
育
委
員
会
が
生
涯
学
習
の
一
環
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
、
社
会
総
合

大
学
と
の
同
時
実
施
と
な
り
、
よ
り

充
実
し
た
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
地
域
で
保
健
や
福

祉
に
功
績
、
貢
献
の
あ
っ
た
方
々
に

表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
あ
と
、

講
演
二
題
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
題
目
は
、「
”

生
き
る
力

“
食
事
」

と
題
し
て
徳
島
文
理
大
学
大
学
院
教

授

山
本
正
子
先
生
か
ら
現
在
の
食

生
活
の
問
題
点
と
し
て
、
主
食
が
油

型
主
食
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
副
食

が
欧
米
風
油
型
副
食
に
な
っ
て
い
る

こ
と
、
ま
た
清
涼
飲
料
水
、
ス
ナ
ッ

ク
菓
子
の
増
加
そ
れ
に
加
え
て
過
食
、

運
動
不
足
が
健
康
を
阻
害
し
て
い
る

と
指
摘
さ
れ
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ

ド
と
い
う
手
法
を
用
い
て
適
正
な
食

事
の
摂
取
方
法
を
詳
し
く
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
実
行
す
る
こ

と
に
よ
り
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
の
予
防
効
果
が
期
待
で
き
る
と

い
う
も
の
で
す
。

二
題
目
は
、
「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
徳
島
県

防
災
セ
ン
タ
ー
活
動
推
進
員
の
三
原

志
保
子
先
生
が
、
今
後
三
十
年
以
内

に
発
生
す
る
確
率
が
五
十
％
と
予
測

さ
れ
て
い
る
南
海
地
震
に
備
え
て
の

注
意
点
に
つ
い
て

①
水
の
確
保

②

非
常
用
品
の
準
備

③
家
の
周
囲
の

安
全
対
策
等
に
つ
い
て
、
早
速
実
行

す
る
こ
と
が
大
切
と
指
導
が
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
試
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
日
ご

ろ
か
ら
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た

活
動
を
行
な
っ
て
い
る
男
の
料
理
教

室
会
員
や
食
生
活
改
善
推
進
員
、
学

校
給
食
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
、
非
常
食

コ
ー
ナ
ー
も
開
設
さ
れ
参
加
者
か
ら

非
常
に
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。

場
外
で
は
、
第
六
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、

色
々
と
工
夫
さ
れ
た
各
種
模
擬
店
で

は
、
大
勢
の
人
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
集
い
を
契
機
と
し
て
、
町
民

の
方
々
が
健
康
で
安
心
し
て
住
め
る

町
づ
く
り
の
た
め
、
な
お
一
層
努
力

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
関
係
者
の
方
々
に
感
謝
し
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

いつ起こるか分からない“災
害について”日ごろからの備
えの大切さについて話される
三原志保子先生

試食コーナー（学校給食など）が大好評でした
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Ｃ
Ｔ
未
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ス
タ
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〇
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と
く
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催
！
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浦
町
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イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!
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盛大に開催される!健康･福祉まつり
社会総合大学･ボランティアフェスティバル

健康で生きるため“食事”の重要性
について語る山本正子先生

一

勝
浦
町
長
表
彰

平

岡

勝
（
民
生
児
童
委
員
）

田

中

潤
（
民
生
児
童
委
員
）

谷

脇

恒

雄
（
民
生
児
童
委
員
）

二

勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰

新

居

福

江
（
老
人
福
祉
）

山
崎
フ
ク
ヱ
（
老
人
福
祉
）

岸

岡

幸

子
（
老
人
福
祉
）

林

ト
ミ
ヱ
（
老
人
福
祉
）

川
口

敦
己
（
障
害
福
祉
）

横
尾
あ
つ
子
（
障
害
福
祉
）

豊

井

繁

美
（
障
害
福
祉
）

貞
岡
八
重
子
（
障
害
福
祉
）

山

田

昌

男
（
父
子
福
祉
）

大
久
保
富
子
（
母
子
福
祉
会
）

谷

尻

廣

美
（
母
子
福
祉
会
）

西

濵

富

子
（
母
子
福
祉
会
）

宮

本

照

子
（
更
生
保
護
活
動
）

岸
上
イ
マ
ノ
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

中

田

隆

子
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

花

房

恒

夫
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

橋
谷
ヱ
イ
子
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

南

昌

子
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

山

口

惠

子
（
勝
寿
会
）

三

勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
感
謝
状

相

原

章

裕
（
善
意
銀
行
）

高

田

賢

志
（
善
意
銀
行
）

福

井

常

一
（
善
意
銀
行
）

堺

健

司
（
善
意
銀
行
）

山

村

英

男
（
善
意
銀
行
）

敏

鎌

謙

次
（
善
意
銀
行
）

石

尾

治

美
（
善
意
銀
行
）

竹

田

茂

文
（
善
意
銀
行
）

長

町

豊

秋
（
善
意
銀
行
）

秋
本

貴
志
（
善
意
銀
行
）

中
田

敏
明
（
善
意
銀
行
）

豊
岡

定
男
（
善
意
銀
行
）

寒
川
清
一
郎
（
善
意
銀
行
）

戸

田

道

子
（
歳
末
募
金
）

栗

城

武

夫
（
歳
末
募
金
）

柳

澤

稔

弘
（
歳
末
募
金
）

後

藤

喜

亘
（
歳
末
募
金
）

鈴

江

梁

子
（
歳
末
募
金
）

殿

川

武

男
（
歳
末
募
金
）

花

房

恒

夫
（
歳
末
募
金
）

原

田

明

廣
（
歳
末
募
金
）

豊

田

浪

枝
（
歳
末
募
金
）

西

尾

利

夫
（
歳
末
募
金
）

福
徳
ヤ
ス
ヱ
（
歳
末
募
金
）
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Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
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と
く
し
ま
開
催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

９

勝
浦
町
で
は
、
徳
島
市
と
十
一
市
町

村
で
組
織
す
る
「
徳
島
東
部
地
域
子
育

て
支
援
推
進
協
議
会
」
に
お
い
て
、
同

地
域
内
に
所
在
等
す
る
従
業
員
の
仕
事

と
子
育
て
の
両
立
支
援
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
中
小
企
業
を
表
彰
し
ま

す
。
な
お
、
次
の
二
つ
の
要
件
を
満
た

す
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象
企
業

①
徳
島
東
部
地
域
に
本
店
ま
た
は
主
た

る
事
業
所
を
置
く
中
小
企
業
（
常
時

雇
用
す
る
従
業
者
の
数
が
三
百
人
以

下
で
、
期
間
を
定
め
雇
用
さ
れ
る
者

及
び
季
節
的
業
務
に
雇
用
さ
れ
る
者

を
除
く
）

②
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」

に
定
め
る
「
一
般
事
業
主
行
動
計
画
」

を
策
定
し
、
徳
島
労
働
局
に
届
け
出

を
し
て
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支

援
を
図
る
た
め
の
職
場
環
境
の
整
備

に
特
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

企
業

◆
募
集
期
間

十
一
月
十
四
日

ま
で

◆
選

考

選
考
委
員
会
で
、
十
二
市
町
村
内
に

所
在
す
る
応
募
企
業
の
中
か
ら
五
社
程

度
を
選
定
し
決
定

◆
徳
島
東
部
地
域
子
育
て
支
援
推
進

協
議
会
の
参
加
自
治
体

徳
島
市
・
小
松
島
市
・
勝
浦
町
・
上

勝
町
・
佐
那
河
内
村
・
石
井
町
・
神

山
町
・
松
茂
町
・
北
島
町
・
藍
住
町
・

板
野
町
・
上
板
町

◆
そ
の
他

表
彰
企
業
は
、
子
育
て
支
援
優
良
企

業
と
し
て
、
徳
島
東
部
地
域
の
十
二
市

町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
、
ほ

か
で
広
く
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

◆
応
募
方
法

①
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
写
し

②
徳
島
労
働
局
に
提
出
し
た
一
般
事
業

主
行
動
計
画
の
策
定
の
写
し

③
就
業
規
則
の
写
し

④
参
考
資
料
（
企
業
概
要
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
）
を
添
付
し
て
、
勝
浦
町
福
祉

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）
１
５
０
２

わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

時

間

午
前
九
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
お
よ
び
園
庭)

対
象
者

０
歳
～
５
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い

る
子
ど
も
と
保
護
者
）

育
児
相
談

相
談
時
間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所

相
談
・
電
話
相
談

問
い
合
わ
せ

生
比
奈
保
育
所

(

４
２)

３
０
７
７

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
４
７
３

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

26日 11日 ６日 ５日

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定

★
十
一
月
生
の
お
友
達
の
誕
生
会

★
簡
単
手
品
と
お
話

★
厚
生
女
性
会
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
お

手
玉
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
。

★
折
り
紙
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
。

★
厚
生
女
性
会
の
み
な
さ
ん
が
保
育
所

の
「
焼
き
芋
パ
ー
テ
ィ
」
の
お
手
伝

い
に
来
て
く
れ
ま
す
。
わ
ん
ぱ
く
教

室
の
お
友
達
も
一
緒
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
？

★
園
庭
開
放

保
育
所
の
お
友
達
と
遊

び
ま
し
ょ
う
。

★
お
話
し
絵
本
・
歌
を
一
緒
に
う
た
い

ま
し
ょ
う
。

11月

子
育
て
支
援
優
良
企
業

表
彰
の
募
集
に
つ
い
て

���
���
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放
送
大
学
で
は
平
成
二
十
一
年
度
第

一
学
期
（
四
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集

中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利

用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野

を
学
べ
ま
す
。

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々

な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。

出
願
期
間

平
成
二
十
年
十
二
月
十
五
日
～

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

資
料
は
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
セ
ン
タ
ー
徳
島
学

習
セ
ン
タ
ー

０
８
８
（
６
０
２
）
０
１

５
１
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大

学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

勝
浦
町
で
は
毎
年
「
成
人
を
迎
え
る

に
あ
た
っ
て
」
と
題
し
て
、
『
広
報
か

つ
う
ら
』
一
月
号
に
掲
載
す
る
作
文
を

新
成
人
か
ら
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
内

容
は
原
稿
用
紙
四
百
字
詰
め
一
枚
程
度

で
す
。
掲
載
さ
せ
て
頂
い
た
方
に
は
、

少
し
で
す
が
お
礼
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

応
募
さ
れ
る
方
は
、
十
一
月
十
日

ま
で
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
折
り
返

し
、
様
式
と
参
考
ま
で
に
昨
年
掲
載
致

し
ま
し
た
作
文
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
厳
選
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

た
く
さ
ん
の
応
募
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
４
２
）
２
５
１
５

放
送
大
学
四
月
生
募
集

新
成
人
の
抱
負
！

作
文
募
集

町広報かつうら５月号で募集していた、勝浦町提案公募型補助事業（あなたの一歩助成金）

の実施団体が、決定されました。この補助事業は、みなさんが地域活性化のために新規に実

施しようとするイベントや事業に対し、毎年度テーマを決めて助成金を交付するものです。

本年度は「コミュニティー」をテーマとして募集したところ４件の申し込みがありました。

８月に選定委員会（委員長 久積貢勝浦町商工会長）が開催され、町長に答申がなされました。

その結果を踏まえ、このほど次の２事業の採択が決定されました。

《採択された事業》

１ ふるさと活性生名区民の会

「人が集まり交流するロマン街道」

を目的として、生名谷川の美化、環

境保全活動、水力発電による電力エ

ネルギー確保とエコ活動による地域

力の発信活動を行う事業です。

（代表者 戸川幹雄さん）

２ かせやまクラブ

「横瀬区にある資源を活用し、地区住民の協働に

よる交流を図り、地域づくりを推進すること」を

目的として、横瀬立川で整備が進んでいる花畑

への道案内の看板を設置し、観光客の利便を図

り、休憩所を整備して訪れた人が憩える場所を

提供する事業です。 （代表者 大西 茂さん）

勝浦町提案公募型補助事業
（あなたの一歩助成金）が採択決定される！



平
成
二
十
年
十
一
月

徳
島
県
で
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
in
と
く
し
ま
開
催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

11

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

が
は
じ
ま
り
ま
す

学
校
法
人

勝
浦
学
園

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

第
十
三
回

紅

舞

祭

前
日
祭

日

時

十
一
月
十
五
日

午
前
十
時
～
正
午

場

所

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

体
育
館

内

容

記
念
講
演

演
題

「
絵
本
と
そ
の
読
み
聞
か
せ

の
癒
し
効
果
」
に
つ
い
て

講
師

鳴
門
教
育
大
学
教
授

余

郷

裕

次

先
生

学
園
祭

日

時

十
一
月
十
六
日

午
前
十
時
～
午
後
四
時

場

所

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

テ
ー
マ

『
癒
し
～
お
話
の
世
界
か
ら
～
』

内

容

展
示
・
体
験
（
理
学
療
法
学

科
・
作
業
療
法
学
科
）
、
模

擬
店
、
バ
ザ
ー
、
そ
の
他
イ

ベ
ン
ト
多
数

※
町
民
の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

（
４
２
）
４
８
１
０

文
部
科
学
省
の
委
託
事
業
と
し
て
学

校
支
援
地
域
本
部
事
業
が
勝
浦
町
で
は

じ
ま
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
小
・
中

学
校
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
地
域
住

民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
子
ど
も
た

ち
の
学
校
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
る
資
格
は

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
得
意
分
野

を
生
か
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
広
報
の
折
り
込
み
チ

ラ
シ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
一
読

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
生
涯
学
習
講
座
と
し
て
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
関
心
の
あ
る
住
民
の
み
な
さ

ん
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」

講

師

米
田

よ
ね
だ

博
ひ
ろ
し

先
生

徳
島
県
学
校
支
援
地
域
本
部
事

業
運
営
協
議
会
委
員

徳
島
県

地
域
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

日

時

十
一
月
二
十
二
日

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

場

所

図
書
館
二
階

視
聴
覚
教
室

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
４
２
）
２
５
１
５

Ｉ
Ｐ
㈹
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク

ラ
ブ
」
の
十
一
月
の
行
事
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、

親
も
子
供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー

ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い

る
子
供
と
保
護
者
）
並
び

に
妊
婦
さ
ん

●

十
月
の
活
動
報
告

十
月
二
十
四
日

は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の

お
菓
子
作
り
を
し

ま
し
た
。
さ
く
さ

く
で
甘
く
て
し
か

も
ヘ
ル
シ
ー
な
パ

ン
プ
キ
ン
パ
イ
に

挑
戦
し
ま
し
た
よ
。

み
ん
な
で
前
も
っ

て
作
っ
て
お
い
た

牛
乳
パ
ッ
ク
を
利

用
し
た
お
ば
け
か

ぼ
ち
ゃ
の
入
れ
物

に
入
れ
て
お
持
ち

帰
り
し
ま
し
た
。

ほ
こ
ほ
こ
し
た

触
感
の
か
ぼ
ち
ゃ

を
お
菓
子
に
す
れ

ば
野
菜
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
甘
く
な

り
食
べ
や
す
い
で

す
ね
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

Ｉ
Ｐ
０
５
０(

３
４
３
８)

９
８
１
３

URL
http

:
//blog

.
goo

.
ne

.
j
p/

h
a
gu

kum
i

―2006
11
月

は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
行
事

行事予定

25日 18日 14日 11日 ４日
ma
ma's

cafe

（
新
規
申
込

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
下
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

秋
の
遠
足
（
参
加
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。
折
り
込

み
広
告
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

み
か
ん
狩
り

絵
本
を
読
ん
で
も
ら
お
う

＆
横
田
先
生
の
育
児
相
談

'

���
���

���
���
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高
丸
山
は
勝
浦
川
の
上
流
、
那
賀
町

（
旧
木
沢
村
）
と
上
勝
町
の
境
に
あ
る

標
高
一
四
三
八
ｍ
の
山
で
す
。
中
腹

（
一
〇
〇
〇
ｍ
以
上
）
は
、
ブ
ナ
な
ど

の
自
然
林
に
被
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
丸
山
の
ブ
ナ
林
は
、
典
型
的
な
ブ

ナ
・
ス
ズ
タ
ケ
群
落
に
属
し
、
勝
浦
郡

は
も
と
よ
り
県
下
に
お
い
て
き
わ
め
て

貴
重
な
群
落
で
す
。

期

日

十
一
月
二
十
九
日

集
合
場
所

勝
浦
町
役
場

（
福
祉
バ
ス
を
利
用
）

出
発
時
間

午
前
八
時
三
十
分

参
加
対
象

登
山
が
で
き
る
方

参

加

費

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員

は
無
料

※
会
員
外
は
保
険
料
と
し
て
中
学
生

以
下
五
〇
〇
円
、
大
人
八
〇
〇
円

が
必
要
で
す
。

定

員

二
十
人
（
申
込
順
）

申
込
方
法

十
一
月
二
十
一
日

ま
で

に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

E

ーma
i
l

で
申
込
し
て
く

だ
さ
い
。

準

備

物

登
山
が
で
き
る
服
装
、
靴

飲
料
水
、
昼
食
等

申
込
み
・

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
事
務
局

勝
浦
町
教
育
委
員
内（

４
２
）
２
５
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
４
２
）
４
９
０
０

E

ーm
a
i
l
katsu

urasportsclub@
yahoo.

co.
jp

勝
浦
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
は
、
十
一
月
か
ら
の
新
規
入
会
者

に
限
り
年
会
費
を
半
額
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
寒
さ
に
負
け
ず
に
み
ん
な

で
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

ま
た
、
会
員
外
の
方
で
も
い
つ
で
も

無
料
体
験
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
事

務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
４
２
）２
５
１
５

E

ーmail
katsuurasportsclub@

yahoo.
co.

jp

※
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
は
ク

ラ
ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

http://www.tokushima-sports.
or.jp/katsuura/index.html

来
春
（
平
成
二
十
一
年
）
植
林
す
る

杉
・
桧
等
の
苗
木
の
申
し
込
み
を
次
の

と
お
り
受
付
け
し
ま
す
の
で
、
期
日
ま

で
に
申
し
込
み
下
さ
い
。

一
、
平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
六
日

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
れ
以
降
は
受
付
し
ま
せ
ん
。

二
、
苗
木
の
配
付
は
、
平
成
二
十
一
年

三
月
十
四
日

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

徳
島
中
央
森
林
組
合
勝
浦
支
所

（
４
２
）
１
５
１
２

Ｉ
Ｐ

０
５
０
（
３
４
３
８
）
８
６
２
１

高
丸
山
で
自
然
を
満
喫

し
ま
せ
ん
か
！
（
登
山
）

時 間 内 容 備 考

８:30 集合・出発 勝浦町役場（福祉バスを利用）

９:30
高丸山

（現地案内所）

〔参考タイム〕

（登山口）→20分→（手洗い場）→30分→

（三つ尾の峠）→30分→（高丸山頂）

11:30 昼食（散策） 頂 上

13:00 下 山

〔参考タイム〕

（高丸山頂）→30分→（旗立て）→20分→

（高丸山荘）→15分→（手洗い場）→15分→

（登山口）

15:00 出 発

15:30 解 散 勝浦町役場

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
か
ら

年
会
費
半
額
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
お
知
ら
せ
！

山
林
用
苗
木
の
申
し
込
み

心身の発育や発達などに関する相

談を次のとおり実施します。

11月27日 午後２:00～

勝浦町住民福祉センター

小松島療育センターの相談員

※相談については、事前に申し込み

が必要になります。11月７日 ま

でに予約をしてください。（予約

をされた方については詳細につい

ての通知をします）予約がない方

については、当日受けることがで

きません。

【問い合わせ・申し込み】

勝浦町福祉課保健師 （42）1502

ＩＰ 050（3438）7148

子育て支援の一環として

発達相談窓口を

開設しています！
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【お問合せ先】 勝浦町総務税務課 （42）1503

長寿医療制度は公費や後期高齢者支援金のほか、被保険者一人ひとりに納めていた

だく保険料で運営されています。

納付書が届いている方は、納期までに必ず納めて下さい。

保険料納付のお知らせ

第１期 ８月31日 第５期 12月31日

第２期 ９月30日 第６期 １月31日

第３期 10月31日 第７期 ２月28日

第４期 11月30日 第８期 ３月31日

平成20年度の普通徴収（口座振替、直接納付の方）納期

納期限当日が土曜日、日曜日および休日（祝日）の場合は、次の平日

が納期限となります。

災害等により重大な損害を受けたときや、その他の特別な事情により保険料を納

めることが困難な方については、保険料が減免となる場合がありますので、お早め

にご相談ください。

○保険料の納付が困難な場合などはご相談ください。

被保険者証は１人に１枚交付され、75歳になる誕生日までに、お

送り（または窓口交付）します。

新たに障害者手帳等の交付を受けられる65歳以上75歳未満の方が、

長寿医療制度に加入する場合は、障害者手帳等交付申請時に後期高

齢者医療障害認定申請手続を行ってください。

なお、すでに障害認定を受けられている方については、障害者手

帳等の更新は必ず有効期限内に行ってください。

現在、健康診査の対象となる方にお送りしております健康診査受

診券には、有効期限があります。受診券の有効期限をご確認の上、

必ず有効期限内に受診するようにしてください。

被保険者証
について

障害認定に
ついて

健康診査の
受診は
お早めに

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）
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こ
の
た
び
、
徳
島
地
方
法
務
局
で
は
、

よ
り
多
く
の
県
民
の
皆
様
に
親
し
み
を

持
っ
て
法
務
局
を
ご
利
用
い
た
だ
く
た

め
、
四
国
内
の
法
務
局
・
地
方
法
務
局

と
一
斉
に
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

住
宅
ロ
ー
ン
を
返
済
し
た
と
き
な
ど

の
抵
当
権
抹
消
の
手
続
、
相
続
登
記
や
、

役
員
変
更
な
ど
の
会
社
の
登
記
、
地
代
、

家
賃
、
隣
近
所
や
お
子
様
の
こ
と
な
ど

で
、
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
、
ご
相
談
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日

時
十
一
月
三
十
日

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

開
設
場
所

株
式
会
社
そ
ご
う
徳
島
店

七
階
ロ
イ
ヤ
ル
ル
ー
ム

徳
島
市
寺
島
本
町
西
一
丁
目
五
番
地

相
談
内
容

登
記
・
供
託
・
戸
籍
・
国
籍
・
人

権
お
よ
び
公
証
事
務
（
遺
言
証
書

作
成
等
）
に
関
す
る
相
談
全
般

相
談
担
当
者

法
務
局
職
員
、
公
証
人

お
問
い
合
わ
せ

徳
島
県
地
方
法
務
局
総
務
課

徳
島
市
徳
島
町
城
内
六
番
地
六

０
８
８
（
６
２
２
）
４
３
１
８

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
個
人
事

業
主
ま
た
は
会
社
等
の
役
員
の
方
が
事

業
を
や
め
ら
れ
た
り
退
職
さ
れ
た
場
合

に
、
生
活
の
安
定
や
事
業
の
再
建
を
図

る
た
め
の
資
金
を
あ
ら
か
じ
め
準
備
し

て
お
く
国
が
つ
く
っ
た
共
済
制
度
で
、

い
わ
ば
「
小
規
模
企
業
の
経
営
者
の
た

め
の
退
職
金
制
度
」
と
い
え
ま
す
。

こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
掛
金
は
全
額

所
得
控
除
。
受
け
取
る
共
済
金
も
退
職

所
得
扱
い
又
は
公
的
年
金
等
の
雑
所
得

扱
い
と
な
り
ま
す
。

詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
と
加

入
申
込
み
は
、
商
工
会
、
商
工
会
議
所
、

青
色
申
告
会
、
金
融
機
関
の
本
支
店
の

窓
口
で
取
扱
い
し
て
い
ま
す
。
制
度
の

運
営
は
、
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
が
行
っ
て
い
ま
す
。

共
済
相
談
室

０
５
０
（
５
５
４
１
）
７
１
７
１

URL
http://www.smrj.go.jp/

kyosai/index.html

）

「
法
務
局
く
ら
し
の
相
談
所
」

の
開
設
に
つ
い
て

小
規
模
企
業
共
済
制
度

の
ご
案
内６日

20日

※登録している

犬の場合は印
鑑と鑑札が必

要です。

不用犬
引き取り日

生比奈クラブ

第27回小学生バレーボール勝浦大会（勝浦町スポーツ少年団連合会主催）が10月12日勝

浦中学校体育館他で町内外から36チーム約300人を迎え開催されました。町内からは生比奈

クラブＡ・Ｂ、勝浦ＪＶＣの３チームが出場。４ゾーンに別れて熱戦が展開されました。

町内各チームの試合結果は次のとおりです。

佐那河内 0－2 勝 浦

勝 浦 2－0 横 見

佐那河内 1－2 横 見

飯 谷 0－2 松 茂

松 茂 2－0 坂 野

飯 谷 0－2 坂 野

Ａゾーン優勝 勝浦ＪＶＣ

２-１
勝浦ＪＶＣ 松茂ＪＶＣ

生比奈Ｂ 0－2 千 代

千 代 0－2 富岡Ｂ

生比奈Ｂ 0－2 富岡Ｂ

北島北 0－2 生比奈Ａ

生比奈Ａ 2－0 羽ノ浦Ｂ

北島北 2－0 羽ノ浦Ｂ

Ｃゾーン優勝 生比奈クラブＡ

０-２
富岡ＪＶＣ Ｂ 生比奈クラブＡ

勝浦ＪＶＣ

小学生バレーボール勝浦大会 開催!	
��
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高
齢
者
交
通
安
全
県
民
運
動

《
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
へ
》

今
年
も
、
高
齢
者
交
通
安
全

県
民
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

高
齢
者
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
、

交
通
社
会
参
加
者
の
高
齢
者
保
護
意
識
の

醸
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
高
齢

者
交
通
安
全
県
民
運
動
」
が
、
十
一
月
二

十
一
日
～
三
十
日
ま
で
の
十
日
間
実
施

さ
れ
ま
す
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「
お
年
寄
り
が

い
つ
も
示
そ
う

交
通
安
全
」

運
転
者
は
、「
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
」、

高
齢
者
は
、
身
体
機
能
の
変
化
を
自
覚
し

た
「
ゆ
と
り
の
あ
る
運
転
」
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
（
今
年
の
高
齢
者
の
交
通
死
亡
被
害
者

は
十
四
人
で
、
前
年
よ
り
十
人
減
で
す
。)

『
と
く
し
ま

ラ
イ
ト

オ
ン

作
戦
』

実
施
中
！

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
、
自
転
車
の
無
灯

火
運
転
の
防
止
と
反
射
材
用
品
の
活
用
促

進
の
た
め
、
反
射
シ
ー
ル
や
マ
グ
ネ
ッ
ト

ス
テ
ッ
カ
ー
を
自
転
車
や
自
動
車
に
貼
付

す
る
運
動
で
す
。

安
心
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

♯
９
１
１
０

ス
ト
ー
カ
ー
、
悪
質
商
法
、
薬
物
、
け

ん
銃
、
廃
棄
物
、
性
犯
罪
、
交
通
関
係
等

様
々
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

11
月
15
日
か
ら
狩
猟
が

解
禁
さ
れ
ま
す

狩
猟
を
す
る
方
は
、
銃
の
使
用
に
つ
い

て
は
基
本
を
守
り
、
慎
重
な
取
扱
い
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
山
に
入
る
人
は
、

目
立
つ
服
装
と
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る
も

の
を
携
行
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。11

月･

12
月
の
猟
銃
等
講
習
会
開
催
日

経
験
者
講
習

11
月
13
日

阿
南
警
察
署

11
月
27
日

徳
島
北
警
察
署

12
月
10
日

美
馬
警
察
署

12
月
25
日

阿
南
警
察
署

初
心
者
講
習

12
月
３
日

徳
島
西
警
察
署

犯
罪
被
害
者
相
談
所
の
ご
案
内

『
ひ
と
り
で
お
悩
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
』

強
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
不
安
で
た
ま

ら
な
く
な
っ
た
り
、
気
持
ち
を
う
ま
く
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る
症

状
に
悩
ん
で
い
る
方
に
対
し
て
、
電
話
や

面
接
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

（
面
接
相
談
）

（
６
５
６
）
８
０
８
０

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
専
門
家
が
面
接
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

面
接
場
所

警
察
本
部
犯
罪
被
害
者
相
談
所

※
面
接
相
談
希
望
者
は
、
前
も
っ
て
ご

連
絡
下
さ
い
。

（
電
話
相
談
）

（
６
５
６
）
８
０
８
０

電
話
受
付

月
～
金
曜
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
四
時

※
経
験
豊
か
な
相
談
員
が
丁
寧
に
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。

勝
浦
町
で
は
、
障
害
者
が
自
立
し
た
日

常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、
指
定
相
談

事
業
者
へ
委
託
し
相
談
所
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
お

電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

右
記
相
談
事
業
の
ほ
か
、
障
害
者
当
事

者
団
体
が
『
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
』

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

障
害
種
別
で
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）
１
５
０
２

Ｉ
Ｐ
㈹
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

社
会
福
祉
協
議
会

（
４
２
）
４
６
５
２

場所相談日

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階
研
修
室

12
月

11
月

４
日

18
日

６
日

27
日

精神障害者 知的障害者 身体障害者 障害
種別

月・水・金
９時～15時 月～金 ９時～17時 日

時

徳島県立総合福
祉センター１階 徳島県立障害者交流プラザ３階 場

所

携帯 FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL

相

談

窓

口

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
９
０(

５
１
４
２)

０
３
６
８

０
８
８(

６
３
１)

２
７
２
０

０
８
８(

６
３
１)

２
７
１
９

toku-iku
se
ikai

@kour
yu
-plaza.jp

０
８
８(

６
３
１)

６
２
４
０

０
８
８(

６
３
１)

６
２
１
１

kensinre
n

@kouryu-p
la
za.j

p

障
害
者
相
談
支
援
事
業

～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

安
全
と
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

逮捕監禁致死
爆発物取締罰則違反

平
ひら

田
た

信
まこと

50歳

殺人・同未遂
逮捕監禁致死

高
たか

橋
はし

克
かつ

也
や

36歳

殺人・同未遂

菊
きく

地
ち

直
なお

子
こ

43歳

指名手配被疑者の発見･検挙にご協力を

小
こ

池
いけ

俊
とし

一
かず

48歳

！
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事業所などにお勤めの方へ
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個人住民税の
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新
涼
の
肌
に
川
風
水
の
音

満
月
や
我
が
身
も
遷
化
還
り
道

与
川
内

中

岡

熙

新
涼
や
ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス
の
球
を
追
ふ

土
曜
だ
け
島
に
帰
る
子
秋
日
和

横
瀬

日
下
智
世
子

天
日
湯
の
エ
コ
で
残
暑
も
憎
ま
れ
ず

刈
り
株
の
稲
青
々
と
夏
長
し

横
瀬

前

田
好
次

豊
作
で
祭
り
太
鼓
に
花
火
見
る

稲
刈
り
も
終
り
て
み
か
ん
色
づ
き
て

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

ひ
と
時
と
あ
を
き
稲
束
間
借
り
し
て

田
の
日
毎
夜
毎
に
み
ど
り
置
く

生
名

石

田

白

萩

晴
着
き
た
昔
を
忍
ぶ
秋
祭
り

天
高
く
ご
う
や
ジ
ュ
ー
ス
で
ま
ぜ
り
な
く

生
名

小

西

典

子

触
れ
合
う
て
音
美
し
き
秋
茶
碗

水
煙
に
秋
を
ま
と
い
て
寺
暮
れ
る

生
名

丸

山

香

月

母
の
後
泣
き
追
い
し
日
や
彼
岸
花

健
食
の
腸
実
の
り
出
ず
時
雨
哉

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

ぎ
ん
な
ん
の
落
ち
る
に
ま
か
せ
墓
地
の
道

鈴
な
り
の
柿
の
濃
き
赤
淡
き
赤

沼
江

大

川

冨

枝

余
り
に
も
若
き
女
の
秋
遍
路

深
か
き
夜
や
ち
ろ
に
し
み
る
閑
け
さ
よ

坂
本

新

庄

雄

彦

原
流
を
髙
丸
山
に
水
澄
め
り

秋
遍
路
け
む
じ
ゃ
ら
の
足
半
ズ
ボ
ン

坂
本

山

口

昭

市

秋
遍
路
里
夕
焼
に
染
ま
り
ゆ
く

稲
架
竹
の
残
る
棚
田
の
野
菊
か
な

坂
本

池

谷

武

久

ち
ち
ろ
鳴
く
一
人
住
い
の
家
古
り
し

空
蒼
き
限
界
集
落
鵙
猛
る

坂
本

新

庄

晋

一
枚
の
蟹
が
落
ち
ゆ
き
水
澄
め
り

あ
ば
ら
家
に
い
つ
陣
取
り
し
ち
ち
ろ
虫

坂
本

仙

才

良

子

秋
遍
路
黄
花
コ
ス
モ
ス
ゆ
れ
る
径

ち
ち
ろ
鳴
く
う
る
さ
き
夜
や
秋
ふ
か
む

坂
本

坂

本

郵

子

こ
う
ろ
ぎ
や
虫
等
の
合
奏
夜
長
し

田
の
畔
に
ひ
つ
そ
り
と
咲
く
野
菊
か
な

坂
本

新

庄

和

子

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制

で
は
な
く
、
町
民
誰
で
も
随
意
に

投
句
で
き
ま
す
。
ま
た
作
品
に
優

劣
や
順
位
を
つ
け
た
り
、
添
削
等

も
一
切
し
ま
せ
ん
。
多
数
投
句
し

て
く
だ
さ
い
。

次
回
作
品
募
集

十
一
月
五
日
締
め
切
り
短
歌
一
人
一
首

十
二
月
一
日
締
め
切
り
川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

個人住民税を毎月の給与から天引き

し、事業所で総括して納めていただく

方法のことです。（これに対し、個人で

納めていただく方法を普通徴収と呼び

ます）

個々に税金を納める手間が省けるこ

と、普通徴収が通常８期分割であるの

に対し、特別徴収は原則として、６月

～翌年５月の12期分割であるため、１

期あたりの税負担が少ないなどのメリッ

トがあります。

地方税法では、原則として、所得税

を源泉徴収している事業所（給与支払

者）は、従業員の個人住民税を特別徴

収しなければならないこととされてい

ます。

特別徴収を実施していない事業主の

方におかれましては、法律の趣旨をご

理解し特別徴収に移行していただきま

すようご協力をお願いいたします。

新しく就職した方、現在は普通徴収

など方も、普通徴収から特別徴収に切

り替えることもできますが、切替の手

続きは各事業所で行います。詳しくは

お勤め先の担当者にお問い合わせくだ

さい。

【問い合わせ】

徳島県東部県税局 088（626）8840

勝浦町総務税務課 0885（42）1503

わ
た
し
の
作
品
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私
は
よ
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
こ
と
を

調
べ
た
い
時
や
、
暇
な
時
に
と
て

も
役
に
立
ち
ま
す
。
で
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
ろ
う
と
思
え

ば
人
権
侵
害
も
で
き
て
し
ま
う
恐

ろ
し
い
面
も
あ
り
ま
す
。

私
は
少
し
前
に
チ
ャ
ッ
ト
に
は

ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
チ
ャ
ッ

ト
と
は
、
知
ら
な
い
人
た
ち
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
文
字
で
話
を

す
る
こ
と
で
す
。
知
ら
な
い
人
と

話
を
す
る
の
で
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る

し
、
知
ら
な
い
人
だ
か
ら
こ
そ
話

せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
り
し
て
、
全

国
に
友
達
が
で
き
て
と
て
も
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
友
達
の
間
で
は
や
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
私
は
軽
い
気

持
ち
で
あ
ま
り
何
も
考
え
ず
に
チ
ャ
ッ

ト
を
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
先
日

の
こ
と
で
す
。
初
め
て
私
の
住
所

が
誰
か
に
読
み
取
ら
れ
た
の
で
す
。

初
め
は
び
っ
く
り
し
て
、
そ
し
て

だ
ん
だ
ん
と
気
持
ち
悪
く
な
っ
て
、

怖
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

す
ご
く
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
考
え

て
み
る
と
、
チ
ャ
ッ
ト
の
中
で
友

達
の
名
前
と
悪
口
を
書
い
て
い
た

り
、
い
き
な
り
暴
言
を
吐
い
て
荒

ら
し
て
い
く
の
を
よ
く
見
ま
す
。

こ
れ
は
立
派
な
人
権
侵
害
だ
と
思

い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
私
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
し
て
い
て
人
権
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
が
多
い
と
最
近
思
う

の
は
「
掲
示
板
」
で
す
。
掲
示
板

に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
っ

て
、
自
分
の
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ

に
書
き
込
み
を
し
て
、
自
分
と
同

じ
考
え
の
人
達
と
意
見
を
言
い
合
っ

た
り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
情

報
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
と
と
て

も
便
利
で
す
。
ま
た
、
自
分
の
好

き
な
芸
能
人
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

画
像
の
交
換
、
チ
ケ
ッ
ト
や
グ
ッ

ズ
の
売
り
買
い
が
で
き
る
と
こ
ろ

も
あ
り
実
用
的
で
す
。
で
も
掲
示

板
の
中
に
、
他
人
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
い

た
ず
ら
で
載
せ
て
あ
っ
た
り
、
芸

能
人
の
電
話
番
号
な
ど
を
勝
手
に

交
換
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
専
用

掲
示
板
ま
で
も
あ
る
そ
う
で
す
。

私
は
自
分
が
経
験
を
通
し
て
、

改
め
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
怖
さ

と
、
自
分
が
い
つ
も
何
も
注
意
せ

ず
、
考
え
な
い
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
て
い
る
こ
と
を
思
い
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。
暇
な
と
き
、
ス

イ
ッ
チ
を
つ
け
て
何
気
な
く
し
て

い
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
一
歩

間
違
え
ば
危
険
な
も
の
に
変
わ
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
気
を
つ
け
て
い

な
い
と
い
つ
被
害
に
あ
う
か
分
か

ら
な
い
し
、
逆
に
簡
単
に
加
害
者

に
な
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

今
年
授
業
で
「
人
権
教
育
の
た

め
の
国
連
十
年
」
に
つ
い
て
習
っ

て
い
る
と
き
、
去
年
ま
で
十
一
個

だ
っ
た
重
要
課
題
は
、
今
年
か
ら

十
二
項
目
に
増
え
ま
し
た
。
そ
れ

が
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人

権
侵
害
」
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
人
権
侵
害
は
、
同
和
問

題
に
も
関
連
し
て
い
る
と
き
き
ま

し
た
。
部
落
地
名
総
鑑
と
い
っ
て
、

結
婚
差
別
や
就
職
差
別
に
つ
な
が

る
同
和
地
区
の
情
報
が
ネ
ッ
ト
上

で
公
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
だ

そ
う
で
す
。
同
和
問
題
に
つ
い
て

は
去
年
、
結
婚
差
別
に
つ
い
て
授

業
で
学
び
ま
し
た
。
差
別
に
よ
っ

て
命
を
落
と
し
た
悲
し
い
事
実
に

つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。
で
も
、

担
任
の
先
生
は
、
差
別
は
確
実
に

無
く
な
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
る

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら

こ
そ
、
差
別
が
だ
ん
だ
ん
と
解
消

さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
の
時
代
に
、
差

別
を
助
長
す
る
よ
う
な
行
為
は
絶

対
に
許
せ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
か
ら
次
の
三
つ
の
事

に
気
を
つ
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。
一
つ
目
は
あ
ま
り
チ
ャ
ッ
ト

を
し
な
い
と
い
う
事
で
す
。
そ
も

そ
も
被
害
に
あ
っ
た
の
は
チ
ャ
ッ

ト
の
時
だ
っ
た
の
で
、
二
度
と
あ

ん
な
事
が
起
き
な
い
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
二
つ
目

は
、
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
そ
れ

以
上
進
ま
な
い
と
い
う
事
で
す
。

そ
し
て
三
つ
目
は
自
分
か
ら
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
関
係
す
る
事
は
、
簡

単
に
書
き
込
ま
な
い
と
い
う
事
で

す
。
こ
の
よ
う
な
事
に
気
を
つ
け

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
前
の
よ

う
に
楽
し
く
な
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

世
界
中
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

中
か
ら
、
人
権
侵
害
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
が
消
え
て
、
誰
も
嫌

な
思
い
を
せ
ず
に
活
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
の

た
め
に
も
何
か
、
自
分
に
で
き
る

事
や
侵
害
の
対
策
と
な
る
よ
う
な

事
が
あ
れ
ば
、
進
ん
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
悪
口
や
個
人
情
報
を
載
せ
て

人
を
傷
つ
け
る
も
の
で
は
な
く
、

楽
し
く
活
用
し
て
い
く
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。

インターネットによる人権侵害

平
成
十
五
年
度
全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会
作
品
集
よ
り
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ん な 健の 康み
11月の保健行事
〈問い合わせ 勝浦町福祉課保健師 （42）1502〉

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

8 土
高齢者インフルエンザ

予 防 接 種
９:00～15:00 勝 浦 病 院

申込者には日時等
を通知しています。
65歳以上等

予防接種問診票
接種料金 1，000円

9 日
運動教室
講師 株本泰輔先生

19:00～20:30 坂 本 集 会 所 住 民

10 月 巡 回 結 核 検 診 ９:00～16:30 下 記 参 照 65歳以上の住民

15 土
高齢者インフルエンザ

予 防 接 種
９:00～15:00 勝 浦 病 院

申込者には日時等
を通知しています。
65歳以上等

予防接種問診票
接種料金 1，000円

18 火

健 康 相 談 13:30～14:00

石 原 集 会 所 住 民 健康手帳
運動教室
講師 株本泰輔先生

14:00～15:30

21 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成20年５月１日
から９月30日まで
に生まれた子

母子健康手帳

22 土
高齢者インフルエンザ

予 防 接 種
９:00～15:00 勝 浦 病 院

申込者には日時等
を通知しています。
65歳以上等

予防接種問診票
接種料金 1，000円

27 木 健 康 相 談 10:00～11:00 勝 浦 会 館 住 民 健康手帳

28 金 ２ 歳 児 健 康 診 査 13:30～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成18年７月１日
～12月31日までに
生まれた子

母子健康手帳

日 時 11月10日
検診料は無料です。
受診される方は、ボタンや金具、刺繍のな
い服でお越しください。

平成20年度

結核巡回検診日程表

時 間 地 区 場 所

９:00～９:25 坂 本 坂本消防詰所横

９:30～９:55 与川内 神子 勝様宅横

10:00～10:25 横 瀬 東とくしま農協勝浦支所

10:30～10:55 中 山 中山集会所

11:00～11:25 棚 野 棚野集会所前

11:30～12:00 久 国 役場

13:00～13:25 生 名 いちょうの木

13:30～13:55 星 谷 星谷四辻

14:00～14:25 黒 岩 勝浦会館駐車場

14:30～14:55 中 角 農村婦人の家

15:00～15:25 山 西 東とくしま農協生比奈支所

15:30～15:55 沼 江 高田 治様宅横

16:00～16:30 石 原 東 栄造様宅横

糖尿病教室 11月は次の予定となっています。

糖尿病についての基礎知識や食事・薬などわか

りやすく説明をしています。興味のある方はぜ

ひご参加ください。

場 所 勝浦病院２階 研修室

時 間 午後２時から１時間程度

費 用 無料です

そ の 他 申込みは不要で自由参加です。

お気軽にどうぞ。

問い合わせ 勝浦病院 （42）2555 IP 050（3438）7441

日 担 当 内 容

４日（火） 内科医師 糖尿病について

11日（火） 坂口栄養士 食事について

18日（火） 正瑞薬剤師 薬について

25日（火） 亀山看護師長 生活と運動
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それまで既往症もなく元気だった乳幼児（原則として１歳未満）が、何の予兆もな

く突然死亡する病気で、予測ができないばかりか、死亡状況調査や解剖検査によっ

てもその原因が未だに解明されていない病気です。

原因不明の乳幼児突然死症候群（SIDS）に対して、私たちは何ができるでしょうか？

原因が解明されていないSIDSですが、これまでの研究からSIDSの発症率を高める３

つの因子があることが明らかになっています。それは、①うつぶせ寝 ②喫煙環境

③人工乳の３つです。

※ただしいずれもSIDSの直接の原因ではありませんので、必要以上に不安に思うことはありません。

SIDS（Sudden Infant Death Syndrome）= 乳幼児突然死症候群とは

考えられる３つの対策！

ポイント

１

うつぶせ寝は避けましょう

うつぶせ寝が仰向け寝に比べてSIDSの発症率が高いと

いう研究結果が出ています。赤ちゃんの顔が見えるよう

仰向けで寝かせることは、窒息や誤飲、ケガなどの事故

を未然に防ぐためにも有効です。

ポイント

２
タバコは絶対にやめましょう

両親が喫煙する場合にSIDSの発症率が高くなるという

データがあります。赤ちゃんのそばでは絶対禁煙です。

また妊婦自身の喫煙はもちろん、身近な人の理解を得る

ことも重要です。

ポイント

３
できるだけ母乳で育てましょう

母乳で育てられている乳児は、人工栄養の乳児と比べ

てSIDSの発症率が低いという調査結果があります。人工

乳がSIDSを引き起こすものではありませんが、できるだ

け母乳育児が望まれます。

厚 生 労 働 省

乳幼児突然死症候群（SIDS）対策強化月間です
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インフルエンザは、かぜとは異なる病気です。症状も強く、特に抵抗力の弱い

高齢者は重症化しやすく、死に至ることもありますので、予防に努めましょう。

日常生活での予防方法

①十分な栄養と、睡眠を規

則正しく取りましょう。

②マスクの活用と、外出か

ら帰ったら、手洗いとう

がいをしましょう。

③部屋の温度（20～22度）や湿度（50～

60％）、換気にも注意しましょう。

④運動などで寒さに負けない体づくりを

しましょう。

⑤抵抗力の弱い高齢

者の方は、予防接

種を受けておきま

しょう。

インフルエンザ
かぜとインフルエンザ

の違い
か ぜ（普通感冒）

ある。12月～３月頃 流行シーズン ない。通年かかる

急激に進む 病気の経過は？ ゆるやかに進む

悪寒、高熱など 初期症状は？ くしゃみ、鼻水など

高熱（38～39℃以上） 発熱は？ 微熱（37～38℃）

多い 関節痛は？ 軽度

肺炎、気管支炎、中耳炎など。

まれに脳症などを起こすことも。
合併症は？

肺炎、気管支炎、中耳炎など。

ただし、そう多くはない。

予防接種の注意点

・毎年同じ種類のインフルエンザウイルスが流行するとは限らないため、ワクチン

は毎年作られる新しいもので接種を受ける必要があります。

・発熱している人、過去に予防接種でアレルギーを起こしたことがある人、鶏卵・

鶏肉に強い過敏症がある人などは、接種を受けられないことがあります。事前に

医師に相談しましょう。

・65歳以上の高齢者は、町が期間を指定して実施している定期接種として受けられ

ます。

インフルエンザから

身を守りましょう！
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ボランティアグループ「勝浦を考える会」

古紙の回収にご協力を!

ビン（無色･茶色･その他）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

８日
（土）

山 西 山西集会所横の自転車置場付近

11日
（火）

中 山 中 山 集 会 所 前

18日
（火）

生 名

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

前田さん宅前ごみフェンス横

22日
（土）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

前 川 農 村 公 園

佐野さん宅前ごみフェンス横

井 上 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

４日
（火）

山 西

中 角

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

10日
（月）

中 山 消 防 詰 所 横

17日
（月）

生 名

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

25日
（火）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

前 川 農 村 公 園

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ペットボトル・白色トレイ収集日程表
収集日 地 区 備 考

６日 ・20日 旧生比奈
原則第１・３木曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

７日 ・21日 旧 横 瀬
原則第１・３金曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

分別ステーション設置地区は、毎日出すこ

とができますが、年末年始等の連休には集中

しないように計画的に出してください。 ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指定場所と11月・12月の受取日時

指定場所 （中角）勝浦町農村婦人の家敷地内

リサイクル保管庫
受取日時 11月30日 ～12月５日

12月24日 ～12月27日
午前８時30分～午後５時

指定場所 （横瀬）勝浦町民体育館裏

リサイクル保管庫

受取日時 11月２日 ～11月７日
12月７日 ～12月12日
12月24日 ～12月27日
午前８時30分～午後５時

※午後５時から午前８時30分まで保管庫を施錠し

ます。絶対、保管庫の外に古紙を置かないよう

にしてください。

古紙の出し方

ガムテープなどは使わず、ひもで束ねて出す。

古紙の分け方

①段ボール

厚手の菓子箱などは大丈夫です。

②新聞紙・折込チラシ
「広報かつうら」のようなものは雑誌へ

新聞紙・折込チラシは一緒にひもで束ねて出す。

③古本・雑誌・紙
同じ種類に分ける。厚い表紙は破って段ボールへ

ビニール封筒に入った雑誌などは、ビニール封筒

をはずす。

ビニール窓のついた封筒はビニールをはずす。

出してはいけない物（禁忌品）

【問い合わせ】 勝浦町住民課 (42)1501

IP㈹050（3438）7148

日 時 11月20日(木)
午前９時から午後４時まで

場 所 勝浦町リサイクルプラザ
（横瀬 速水商店前）

方 法 リサイクルプラザ内の回収用コンテナ
に入れてください。綿100％で無い等、
不適品は持ち帰っていただきます。

綿100％古着回収のお知らせ

粘着物
粘着テープ、シール、ワッペン類、糊が
多量に使われているもの

金 属 金具がついたファイル、金属クリップ類

フィルム
や合成樹脂

フィルム類、セロハン、発泡スチロール、
プラスチック製品、ビニールコート紙

特殊な薬剤
が塗布
された紙

耐水性段ボール、紙コップなどのワック
ス加工紙、酒の紙パック、写真、油紙、
レシートなどの感熱紙、カーボン紙、ペッ
トのえさ袋

その他
カセットテープ、アルバム、手さげ紐が
ビニールの紙袋、セメント、ビニールが
含まれた米袋、紙以外のもの



ばかもの 絲 山 秋 子

虚栄の肖像 北 森 鴻

ことば汁 小 池 昌 代

ただいま 不知火京介

おばさん未満 酒 井 順 子

チュウは忠臣蔵のチュウ 田 中 啓 文

トライアングル 新津きよみ

御隠居忍法 恨み半蔵 高 橋 義 夫

美女いくさ 諸 田 玲 子

聖家族 古川日出男

桃の向こう 平 山 瑞 穂

月下天使 ドールズ 高 橋 克 彦

ワルツ 上 花 村 萬 月

黒の狩人 上・下 大 沢 在 昌

からだにやさしい雑穀レシピ 江 島 雅 歌

絶品手づくりこんにゃく 永 田 勝 也

《児 童 書》

よしよしなでなで とくながまり

けいこちゃん あまんきみこ

おいもをどうぞ！ 柴 野 民 三

リックのおへや ど い か や

ぬ～くぬく 飯 野 和 好
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新着図書の一部紹介

桂 木 希

終末のパラドックス

一人の老科学者が世界に挑

む無差別テロ。人質は66億人、

期限は７日。救いの鍵を握る

のは、13歳の少女―。唸りな

がら極限へと疾走する超弩級

エンタメ、誕生！

★おはなし会

23日 午後２時から

図書館幼児室

※小さなお子様を対象にした紙芝居の読

み聞かせです。ぜひいらして下さい。

★図書館が閉っている時の返却本は玄関

横のブックポストに入れてください

11
月
の
行
事

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

大化改新に奮闘する古代日本を、東アジアの視点

からかつてないスケールで描く歴史小説。最大の課

題、大陸外交の行方は？

八 木 荘 司

青雲の大和

上・下

作
者

吉
成
葭
亭
（
人
物
画
）

23
30

第12回

日 時 11月２日 まで開催中
午前９時30分～午後５時

（２日は午後４時まで）

場 所 勝浦町図書館２階
視聴覚室・郷土資料室

今年も阿波絵師等によって描かれた掛軸

を展示することになりました。

是非この機会にご鑑賞ください。

掛軸展示会
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ホームページアドレス http://www.town.katsuura.lg.jp E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

日時 ７日 ･14日 ･21日 ･28日

午後１時～４時30分

場所 勝浦町住民福祉センター１階

内容 人権・行政・厚生・福祉

※平日でも受付しておりますので、お気軽
にお問い合わせください。 (42)4652

心配ごと相談

日 時 11月１日 ・２日 ・８日 ・９日

15日 ・16日 ・22日 ・23日

29日 ・30日

午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 平日 午前８時30分～午後７時

※土・日・祝日を除く

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

年金請求に関する相談

０５７０（０５）１１６５

年金受給している方の相談

０５７０（０７）１１６５

受付時間 午前８時30分～午後５時まで

※土・日・祝日を除く

休 日 年 金 相 談

ね ん き ん ダ イ ヤ ル

時 間 延 長 年 金 相 談

年 金 相 談

まちのうごき
平成20年９月16日～10月15日（敬称略）

大
字
中
角
字
平
山

長

谷

隆

雄
（
81
歳
）

大
字
三
溪
字
日
浦

與

川

辰

美
（
80
歳
）

大
字
棚
野
字
北
川
原

朔

サ

ダ
（
86
歳
）

大
字
沼
江
字
黒
岩

岡

本

照

男
（
82
歳
）

大
字
三
溪
字
日
浦

山

田

幸

夫
（
88
歳
）

大
字
生
名
字
北

小

林

春

雄
（
85
歳
）

大
字
生
名
字
石
垣

尾
山
純
一
郎
（
31
歳
）

人 口（平成20年９月30日現在）

世帯数 2,151戸

男性 2,978人

女性 3,183人

計 6,161人

出生 男 ３人 女 ０人 計 ３人

死亡 男 ７人 女 ６人 計 13人

転入 男 ３人 女 ３人 計 ６人

転出 男 12人 女 15人 計 27人

）長
男優ゆ

う

希き

大
字
久
国
字
屋
原

福

本

直

一愛

☆
お
誕
生
お
め
で
と
う

）長
男龍

之
介

り
ゅ
う
の
す
け

大
字
沼
江
字
神
谷

宮

本

卓恵

）長
男遥は

大る

大
字
沼
江
字
中
山

後

藤

博

正

美

◇
お
く
や
み
申
し
ま
す

善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
９
月
16
日
～
10
月
15
日
）

阿

部

満
さ
ん
（
坂
本
）

谷

口

悦

子
さ
ん
（
横
瀬
）

長

谷

登
さ
ん
（
中
角
）

坂

口

善

彦
さ
ん
（
星
谷
）

松

浦

照

雄
さ
ん
（
星
谷
）

岡

照

啓
さ
ん
（
棚
野
）

福

井

隆

寛
さ
ん
（
中
角
）

朔

功
さ
ん
（
棚
野
）

森

岡

峰

生
さ
ん
（
久
国
）

橋

本

照

子
さ
ん
（
棚
野
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行

に
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎大正琴は初心者コースもあります。

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

◎問い合わせ先 勝浦会館 （42）3305・IP 050（3438）8631

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座

を開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

交流講座ご案内

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 11 ・18 午後 7:30～9:30

踊 り 12 ・26 午後 7:30～9:30

歌 謡 ２ ・16 午後 7:30～9:30

生け花 ７ ・17 午後 7:30～9:30

大正琴 ６ ・14 ・20
午後 1:00～3:00
午後 7:00～9:00

11月 勝浦郡夜間救急当番表
日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９

３０

○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午前６時～翌朝午前９時 休日:午前７時～翌朝午前９時
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